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乾海苔に含まれる光合成色素の簡易定量法

斎藤宗勝本・大房 岡r

MUNEKATSU SAITOH and TuYOSI OOHUSA: A simple 
method for estimation of photosynthetic 

pigment content in dried laver 

アマノリ類に含まれる光合成色素の抽出方法については，生の藻体を材料とした場合

が多く1-3)，乾燥加工品である乾海苔を材料とした例は少ない4)。しかもこれ等の方法で乾

海苔を分析した場合，ー定の抽出率が得難いという欠点がある。また phycobilin色素の

抽出にあたっては限られた機器を必要とし，かつ多数の試料について短時間に分析を行う

ことが困難である。著者らは精度上多少劣るが，比較的手頃な機器を用いて多数の試料を

速やかに処理できる抽出方法を得たのでここに紹介したい。

ChI町句>hyl1aと Caro蜘 oidsの抽出

乾海苔試料を極めて細かな細片とし手L鉢で完全に磨砕する。試料の細片化は磨砕を容

易にするとともに色素の高い抽出率を得ることにもつながるので丁寧に行わねばならな

い。次に90%アセトンを加えさらに磨砕してから共栓付の遠心管に移す。色素および試

料棒が残らないよう乳鉢と乳棒を数回少量の90%アセトンで丁寧に洗い遠心管に加える。

抽出率を高めるため，ウォーターパスで5分間約500Cに加湿する。遠心操作 (3，000rpm， 

20 mins.)により上澄みを得， 90%アセト

ンを加え一定容として分光測定にかける。

遠心残澄について2，3回抽出を繰返した

ほうがよい。以上の操作は全て緑色光また

は弱光下で行わねばならない (Scheme1)。

PhycoerythrinとPhycocyaninの

抽出

試料を少量の純水で湿めらせ冷蔵庫に

放置する。約1時間後試料を冷やした乳鉢

に移し，少量の石英砂を加えて充分に磨砕

する。さらに少量の燐酸緩衝液 (5XlO-2

mol， pH 6.5)を加え磨砕を続ける。試料

が完全につぶれたところで遠心管に移す。
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乳鉢と乳棒を緩衝液で数回丁寧に洗い遠心管

に加える。 1晩冷蔵庫に放置後遠心操作

(4，0∞rpm以上， 40mins.以上)によって上
澄みを得，一定容としてから分光測定にかけ

る。遠心残濫について数回抽出を繰返すとよ

い。以上の操作は全て0-50Cの低温下で行

わねばならない。尚多くの報告では，長期間

の autolysisで色素抽出を行っているが，乾

海苔を用いた場合，結果が不安定である。ま

た定量分析には，むしろ速やかな抽出方法を

取るべきという指摘もありへ本法ではこの

点を特に重視した (Scheme2)0 

分光測定および分析精度

分光測定による色素の定量は他書に詳し

いが，本報では日立101型分光光度計を用い，

o 
.... 200 

砂町

z 

'" 争・
z 。
u 

1-
z 
凶 100
事。 .，、~09/
IL 

10 20 30 

SAMPLE WEIGHT (mg) 

Fig. 1. Relation between sample 
weight and pigment content ob-
tained by the present method. 
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以下の方法によって得た値について精度を検討した。 chlorophyllaと carotenoidsは

色素抽出液の665，645， 630， 480 nmにおける吸光値から 750nmにおける吸光値を差し

引いて補正した後，次式5)で抽出液1meあたりの色素量 (μg)を得た。

Chlorophyll a = 11.6 &;5-1.31 E，問一0.14&初 (μg/me) 

Carotenoids = 4.0 E48l μg/me) 

またphycoerythrinとphycocyaninは，色素抽出液のオパール法によって得た615，565

nmでの吸光値から 750nmの吸光値を差し引いて補正し，土屋らめの吸光係数を用い次

式で抽出液1meあたりの色素量 (μg)を求めた。土匡らは phycoerythrinの吸収極大波

長を568nmとしているが，本実験で用いた分光光度計では565nmに認められたので，こ

の波長における吸光値を用いた。

Phycoerythrin = 119.4 E尚一53.6&15μg/mC)
Phycocyanin = 164.5 E615ー0.14EI田 μg/mC)

ただし，吸光値EI弘、ずれも光路長1.0cmあたりの値である。

本実験では，乾海苔の乾重3-33mgの範囲で色素量を測定し， Fig.1および2に示

すような結果を得た。 Phycobilin色素の場合には点のばらつきが多少あったが，いずれ

の場合にも乾重量と色素量との間にはよい直線性が認められ，分析精度は chlorophylla 

土2.8，carotenoids:!: 5.0， phycoerythrin:!: 3ふphycocyanin:!:5.6%であった。

高い精度の値を要求する場合，本法は多少の変更を要する。しかし多数のサンプルに

ついて色素量の経時的変動を相対的に把握しようとするなど，傾向をみる場合には本法で

も目的は逮せられるという利点を有している。また本法は乾海苔を対象としているが，生

の藻体に対しても応用できる。

この報告に際し終始御指導賜わった東京大学海洋研究所の藤田善彦助教授に厚く御礼

申し上げたい。

Summary 

A simple method for estimation of photosynthetic pigments in dried laver 

was developed. Chlorophyll a and carotenoids contents were spectrophotome-

trically estimated with 90% acetone extract. Phycoerythrin and phycocyanin 

contents were estimated with the quantitative extracts in phosphate buffer (5X 

10-2 mol， pH 6.5). The extraction was done by grinding with sea sands the dried 

laver which had been soaked in a small volume of distilled water. Soaking 

the dried laver in distilled water is essential for the quantitative extraction of 

phycobilin chromoprotein. Statistical analysis of the results showed values of 

standard deviation， :!: 2.8，土5.0，土3.8and土5.6%，with chlorophyll a， carotenoids， 

phycoerythrin and phycocyanin， respectively. As technically simple， the present 
method has an advantage for estimation of pigment contents with numerous 
samples. 
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